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各年度４月１日現在

各年度４月１日現在

人　　数

平成28年度 平成29年度 増　減

議 　 　 会 11 11 ０
総 　 　 務 175 177 ２
税 　 　 務 71 70 −１
労 　 　 働 ２ ２ ０
農 林 水 産 41 43 ２
商 　 　 工 36 37 １
土 　 　 木 137 148 11
民 　 　 生 227 229 ２
衛 　 　 生 92 92 ０
教 　 　 育 204 205 １
消 　 　 防 217 205 −12
水 　 　 道 55 56 １
下   水   道 21 21 ０
そ   の   他 65 68 ３
合　　計 1354 1364 10

10 月は不正軽油防止強化月間　軽油に重油や灯油を混ぜたり、灯油や重油から軽油を製造し販売・使用することは悪質な犯罪です。道は関係機関と連携し
て抜き取り調査などを強化します。不正軽油の話を見聞きしたときは連絡してください。　問不正軽油ストップ 110 番（フリーアクセス 0800・8002・110）

市
の
職
員
数
と
給
与

平
成
28
年
度
帯
広
市
人
事
行
政
の
運
営
状
況

職
員
数

　

行
財
政
改
革
や
業
務
の
見
直
し
を
通

し
て
、
適
正
な
職
員
数
維
持
に
努
め
て

い
ま
す
（
表
１
・
２
）。
ま
た
、
年
齢
構

成
の
平
準
化
や
技
術
継
承
の
た
め
、
計

画
的
な
採
用
と
定
年
退
職
者
の
再
任
用

制
度
※
１
を
活
用
す
る
ほ
か
、
今
後
の

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
に
柔
軟
に
対
応

す
る
た
め
、
任
期
付
職
員
制
度
※
２
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
採
用
と
退
職

　

平
成
28
年
度
の
職
員
採
用
者
数
は
80

人
で
正
規
職
員
が
49
人
、
再
任
用
職
員

が
29
人
（
う
ち
短
時
間
勤
務
が
8
人
）、

任
期
付
職
員
が
2
人
で
す
。

　

正
規
職
員
の
退
職
者
数
は
、
定
年
退

職
が
39
人
、
そ
の
他
の
理
由
の
退
職
が

18
人
で
す
。
再
任
用
職
員
の
任
期
満
了

に
よ
る
退
職
者
数
は
13
人
、
任
期
付
職

員
の
任
期
満
了
に
よ
る
退
職
者
数
は
5

人
で
す
。

給
与
制
度

　

給
与
制
度
は
、
毎
年
見
直
し
や
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
均
給
料
額
、
平
均
年
齢
な
ど

（
一
般
行
政
職
）　　
　
　
　
　
　
　
　

　

職
員
の
給
料
は
、
職
務
の
内
容
と
責

任
に
応
じ
た
級
と
号
俸
か
ら
成
る
給
料

表
で
定
め
て
い
ま
す
。（
表
３
）

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
※
３

（
一
般
行
政
職
）

　

帯
広
市
は
平
成
28
年
度
が
1
0
0
・

5
で
、
平
成
27
年
度
か
ら
0
・
4
ポ
イ

ン
ト
増
え
ま
し
た
。

各
種
手
当

◇
退
職
手
当

・
定
年
退
職　

勤
続
25
年
の
場
合
は
34

・
58
月
分
、
勤
続
35
年
の
場
合
は
49
・

59
月
分
。
１
人
当
た
り
の
平
均
支
給
額

は
2
2
3
4
万
円
で
し
た
。

・
自
己
都
合
退
職　

勤
続
25
年
の
場
合

は
29
・
15
月
分
、
勤
続
35
年
の
場
合
は

41
・
33
月
分
。
１
人
当
た
り
の
平
均
支

給
額
は
1
3
6
0
万
円
で
し
た
。

◇
期
末
・
勤
勉
手
当

　

基
礎
額
（
給
料
月
額
に
扶
養
手
当
な

ど
と
役
職
加
算
額
※
４
を
加
え
た
額
）
に

区
分
ご
と
の
月
数
を
乗
じ
た
額
を
、
６

月
と
12
月
に
支
給
し
ま
す
。（
表
４
）

◇
そ
の
他
の
手
当

・
扶
養
手
当　

１
年
の
収
入
総
額
が

１
３
０
万
円
未
満
の
扶
養
親
族
の
あ
る

職
員
に
支
給
し
ま
す
。

　

国
の
制
度
と
同
様
に
、
配
偶
者
１
万

３
０
０
０
円
、
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親

族
１
人
に
つ
き
６
５
０
０
円
支
給
し
ま

す
。
満
16
歳
の
年
度
始
め
か
ら
満
22
歳

の
年
度
末
ま
で
の
子
１
人
に
つ
き
５
０

０
０
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

・
通
勤
手
当　

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
通
勤
に
自
家
用
車
や
バ
ス
な
ど
を
利

用
し
て
い
る
職
員
に
対
し
、
通
勤
距
離

や
運
賃
の
額
に
応
じ
て
支
給
し
ま
す
。

・
住
居
手
当　

借
家
の
場
合
の
み
家
賃

額
に
応
じ
、
最
高
２
万
７
０
０
０
円
支

給
し
ま
す
。

・
時
間
外
勤
務
手
当　

正
規
の
勤
務

時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
職
員
に
支

給
し
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
支
給
額

は
、
支
給
職
員
１
人
当
た
り
平
均
月
額

２
万
５
６
８
９
円
で
し
た
。

　

他
に
、
管
理
職
手
当
・
単
身
赴
任
手

当
・
寒
冷
地
手
当
・
休
日
勤
務
手
当
・

市
立
高
等
学
校
教
員
に
支
給
す
る
特
殊

勤
務
手
当
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

職
員
給
与
費
決
算
額

　

給
与
費
は
、
毎
月
の
給
料
と
扶
養
手

当
や
時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
の
諸
手
当
、

民
間
企
業
の
賞
与
に
あ
た
る
期
末
・
勤

勉
手
当
な
ど
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

　

決
算
額
は
市
長
と
副
市
長
、
監
査
委

員
、
公
営
企
業
管
理
者
、
教
育
長
の
給

与
を
含
め
た
金
額
で
す
。（
退
職
手
当

は
除
く
）（
表
５
）

人
件
費

　

人
件
費
に
は
、
職
員
の
給
与
・
退
職

手
当
・
共
済
費
の
事
業
主
負
担
分
の
ほ

か
、
市
議
会
議
員
や
審
議
会
な
ど
の
委

員
に
支
払
う
報
酬
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
表
６
）

職
員
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
０
７
、
☎
65
・
４
１
０
８
）

　
市
職
員
の
数
や
給
与
、
勤
務
条
件
に
つ
い
て
、
公
平
性
や
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、「
帯
広
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
公
表
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

※
１　

再
任
用
制
度

　

定
年
退
職
し
た
職
員
な
ど
を
任
期
を

定
め
て
再
雇
用
し
、
公
務
で
培
っ
た
知

識
や
経
験
を
広
く
活
用
す
る
制
度
で
す
。

※
２　

任
期
付
職
員
制
度

　

専
門
性
を
必
要
と
す
る
業
務
や
期
間

が
限
定
さ
れ
る
業
務
な
ど
に
対
応
す
る

た
め
、
任
期
を
定
め
て
、
職
員
を
採
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

※
３　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

　

一
般
行
政
職
に
つ
い
て
、
国
家
公
務

員
の
給
与
水
準
を
１
０
０
と
し
た
場
合

の
地
方
公
務
員
の
給
料
水
準
を
示
し
た

も
の
で
す
。

表２　級別職員構成

職員数は一般職に属する職員の数です。
短時間勤務の再任用職員は入っていません。

 (   )内は再任用職員の支給割合
※４　役 職加算額：給料月額×役職による加算５～ 20％

職員数は平成28年4月に給料を支給した職員の数（国保、介護、後期
高齢者医療、ば んえい会計分を除く）です。

表１　部門別職員数 各年度４月１日現在
単位：人

職務の級 標準的な職務
人数（構成比）

平成28年度 平成29年度
１級 係員 262（19％）260（19％）
２級 主任補および専門員 360（27％）383（28％）
３級 主任および主任専門員 230（17％）210（15％）
４級 係長および主査 249（18％）265（20％）
５級 課長補佐 107（８％）100（７％）
６級 課長 82（６％） 84（６％）
７級 企画調整監 36（３％） 33（３％）
８級 部長 28（２％） 29（２％）

合　　計 1354 1364

区　　　分 平成 28 年度 平成 29 年度
平均給料月額 30万 6100円 30万 4700円

平均年齢 40.3歳 40.7歳

初任給
大学卒 17万 6700円 17 万 8200 円
高校卒 14万 4600円 14 万 6100 円

表３　平均給料額、平均年齢など（一般行政職）

表４　期末・勤勉手当
区　分 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分
（0.65月分）

0.85月分
（0.40月分）

12 月期 1.375月分
（0.80月分）

0.85月分
（0.40月分）

合　計 2.60月分
（1.45月分）

 1.70月分
（0.80月分）

１人当たり
平均支給額

普通会計分　134 万 7000 円
企業会計分　134 万 3000 円

区　　　分 普通会計分 企業会計分
職員数（Ａ） 1240 人 77 人

給　　料 44 億 5771 万円 2 億 8092 万円
職員手当 10 億 5122 万円 5241 万円

期末・勤勉手当 16 億 7159 万円 1 億   341 万円
計（Ｂ） 71 億 8052 万円 4 億 3674 万円

１人当たりの給与費（Ｂ／Ａ） 579 万 742 円 567 万 1948 円

表５　職員給与費決算額

給
与
費

表６　人件費
区　　　分 普通会計分 企業会計分

歳出額（Ａ） 818 億 9850 万円 145 億 7046 万円
純損益または実質収支 ― 10 億 2877 万円

人件費（Ｂ） 110 億 54 万円 5 億 8017 万円
人件費率（Ｂ／Ａ） 13.4％ 4.0％

（参考）平成 27 年度人件費率 13.7％ 3.8％



■ 11 ■ 広報おびひろ　平成 29 年 10 月号

消費者問題の無料弁護士相談会　日 10 月 20 日（金）、13 時 30 分～ 15 時 30 分の間で１人 30 分間　定先着４人　場・申・問 10 月 13 日（金）までに、帯
広市消費生活アドバイスセンター（西４南 13、とかちプラザ内、☎ 22・8393）へ。　担当課安心安全推進課

　

毎
月
、
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
る

こ
の
「
広
報
お
び
ひ
ろ
」
は
、
視
覚
障

害
者
向
け
の
音
声
版
や
点
字
版
も
作
成

し
、
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
音
声
版
「
声
の
広
報
お
び
ひ

ろ
」
の
作
成
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
帯
広
朗
読
研
究
会

「
な
す
の
会
」
の
皆
さ
ん
と
懇
談
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。「
音
訳
は
、
発

音
や
口
調
、
文
節
の
切
り
方
な
ど
、
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
違
い
で
、
言
葉
の

意
味
や
伝
わ
り
方
が
違
っ
て
く
る
も
の
。

そ
の
こ
と
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
聞

い
て
く
だ
さ
る
視
覚
障
害
者
の
方
々
を

思
い
な
が
ら
、
優
し
く
語
り
か
け
る
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
単
に
原
稿
を

読
み
上
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
視
覚
障

害
者
に
と
っ
て
音
声
だ
け
で
は
理
解
し

に
く
い
と
思
わ
れ
る
言
葉
の
読
み
を
、

正
し
く
伝
わ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
準

備
を
行
っ
た
上
で
、
発
声
の
細
部
に
至

る
ま
で
留
意
し
、「
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
」
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
る
。
そ

の
真し
ん

摯し

な
姿
勢
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　
「
相
手
の
言
葉
が
理
解
で
き
な
い
」

あ
る
い
は
「
自
分
の
言
葉
が
理
解
さ
れ

な
い
」「
伝
え
た
こ
と
が
誤
解
さ
れ
た
」

な
ど
、
言
葉
が
相
互
に
う
ま
く
伝
わ
ら

な
い
経
験
は
、
誰
も
が
お
持
ち
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
言
葉
は
、
互
い

の
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
の
手
段
で
す

が
、
私
た
ち
の
考
え
方
や
価
値
感
が
人

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
よ
う
に
、
言
葉
の
使

い
方
や
受
け
止
め
方
も
多
様
で
す
。
同

じ
言
葉
や
表
現
で
も
、
相
手
を
喜
ば
せ

た
り
、
反
対
に
悲
し
ま
せ
た
り
、
時
に

怒
ら
せ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

相
手
の
立
場
を
思
い
や
り
、
尊
敬
語
、

謙
譲
語
、
丁
寧
語
を
使
い
分
け
て
き
た

日
本
人
で
す
が
、
最
近
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
に
あ
る
人
が
、
相
手
へ
の
配

慮
に
欠
け
る
主
張
や
相
手
を
傷
つ
け
る

発
言
を
し
た
と
の
報
道
が
目
に
つ
き
ま

す
。「
言
葉
は
心
の
使
い
」
と
い
う
こ

と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
、
日
常
の
心
の

あ
り
よ
う
が
言
葉
遣
い
に
自
然
と
表
れ

て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
相
手
の
立
場
や
気
持
ち
を
考
え
、

適
切
な
言
葉
や
表
現
で
、
相
手
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

だ
ろ
う
か
︱
」「
相
手
の
言
葉
の
意
図

を
的
確
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ

う
か
︱
」。
な
す
の
会
の
皆
さ
ん
の
姿

勢
と
も
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
そ
ん
な

思
い
に
至
り
ま
し
た
。

　

人
々
が
互
い
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、

心
が
通
じ
合
う
優
し
い
言
葉
や
心
地
よ

い
言
葉
で
、
互
い
に
元
気
や
明
る
さ
を

も
た
ら
す
会
話
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
ま

ち
。
外
か
ら
訪
れ
る
人
が
、
こ
の
地
域

に
暮
ら
す
人
た
ち
の
こ
う
し
た
会
話
か

ら
、
お
お
ら
か
さ
や
穏
や
か
さ
、
そ
し

て
品
格
を
感
じ
て
も
ら
え
る
十
勝
・
帯

広
に
な
る
と
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

言葉を伝える

夢かなうまち

 おびひろ

帯広市長　米沢 則寿

市長コラム

特
別
職
な
ど
の
給
料
・
報
酬
・

諸
手
当

　

市
長
や
副
市
長
と
い
っ
た
特
別
職
の

給
料
・
報
酬
は
、
市
内
の
公
共
的
団
体

の
代
表
者
な
ど
で
構
成
す
る
帯
広
市
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
の
報
告
な
ど
を
も

と
に
決
定
し
て
い
ま
す
。（
表
７
）

服
務
・
勤
務
条
件
・
職
員
研
修
な
ど

　

職
員
の
勤
務
条
件
は
、
地
方
公
務
員

法
に
基
づ
き
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団

体
の
職
員
と
の
間
に
バ
ラ
ン
ス
を
失
わ

な
い
よ
う
考
慮
し
な
が
ら
条
例
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
資
質

向
上
の
た
め
、
計
画
的
に
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

勤
務
時
間
と
休
憩

　

勤
務
時
間
は
１
日
７
時
間
45
分
、
１

週
間
38
時
間
45
分
で
す
。
休
暇
は
年
次

有
給
休
暇
・
病
気
休
暇
・
特
別
休
暇
（
産

前
産
後
・
忌
引
・
夏
季
休
暇
な
ど
）・

介
護
休
暇
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

年
次
有
給
休
暇
は
１
年
に
20
日
与
え

ら
れ
、
そ
の
年
に
使
用
し
な
か
っ
た
日

数
は
、
20
日
を
限
度
に
翌
年
に
繰
り
越

し
ま
す
。
平
成
28
年
の
職
員
１
人
当
た

り
の
平
均
取
得
日
数
は
８
・
８
日
で
し

た
。

服
務

　

市
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
こ
と
が

な
い
よ
う
、
職
員
に
対
し
て
倫
理
保
持
、

交
通
安
全
な
ど
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
が
営
利
企
業
な
ど
に
従
事
す
る

こ
と
は
制
限
さ
れ
ま
す
が
、
職
務
遂
行

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
判
断
さ
れ
る

場
合
は
、
許
可
を
受
け
従
事
で
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
の
投
開
票
事
務
な
ど
合
計
で
３
６
７

件
を
許
可
し
ま
し
た
。

勤
務
成
績
の
評
定

　

勤
務
成
績
の
評
定
は
条
件
附
採
用
職

員
（
新
規
採
用
職
員
）
の
正
式
採
用
時

や
昇
格
時
、
昇
給
時
、
期
末
・
勤
勉
手

当
の
支
給
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
育
成
の
た
め
の
取
り
組
み

　

地
方
自
治
体
に
お
け
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
対
し
、
適
切
に
対
応
し
、
市

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
組
織
・
職
員
づ
く

り
の
た
め
に
、
人
材
育
成
推
進
プ
ラ
ン

を
作
成
し
、
必
要
な
能
力
開
発
、
意
識

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
研
修
受
講
者
数
は
、

新
規
採
用
職
員
研
修
や
役
職
別
の
基
本

研
修
が
１
４
４
０
人
、
特
別
研
修
が

１
０
４
４
人
、
専
門
研
修
機
関
や
先
進

地
な
ど
へ
の
派
遣
研
修
が
24
人
で
し
た
。

職
員
の
福
祉
と
利
益
の
保
護

　

職
員
の
福
利
厚
生
増
進
の
取
り
組
み

の
う
ち
、
共
済
事
業
な
ど
は
北
海
道
都

市
職
員
共
済
組
合
が
、
そ
の
他
の
事
業

の
一
部
は
、
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
帯

広
市
職
員
福
利
厚
生
会
が
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
職
員
の
人
間
ド
ッ

ク
受
診
と
定
期
健
康
診
断
の
再
検
査
に

係
わ
る
事
業
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
職
員
が
公
務
上
の
災
害

を
被
っ
た
場
合
の
救
済
を
目
的
と
し
た

公
務
災
害
補
償
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
災
害
件
数
は
、
公
務

災
害
が
10
件
、
通
勤
災
害
は
1
件
で
し

た
。

分
限
処
分
と
懲
戒
処
分

　

分
限
処
分
は
、
心
身
の
問
題
や
刑
事

事
件
で
の
起
訴
な
ど
に
よ
り
、
職
務
が

十
分
に
果
た
せ
な
い
場
合
に
、
公
務
の

能
率
維
持
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
心
身
の
問
題
で
、
16
人

が
分
限
処
分
（
休
職
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

懲
戒
処
分
は
、
職
員
の
義
務
違
反
に

対
し
、
道
義
的
責
任
を
問
い
、
公
務
遂

行
の
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
９
人
が
懲
戒
処
分

（
戒
告
２
件
、
減
給
６
件
、
停
職
１
件
）

に
な
り
ま
し
た
。

不
服
申
し
立
て
・
措
置
要
求

　

平
成
28
年
度
は
、
分
限
処
分
や
懲
戒

処
分
と
い
っ
た
不
利
益
処
分
に
対
す
る

職
員
か
ら
の
不
服
申
し
立
て
、
苦
情
相

談
、
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

表７　特別職などの給料・報酬・諸手当
市　長 副市長

給料月額 100万5000円 80万5000円

期末手当

寒冷地手当
（月額）

[11月～３月に支給 ]
世帯主で扶養親族がいる場合　　　２万6380円
世帯主で扶養親族がいない場合　　１万4580円

退職手当
（在職月数 1 月につき）

給料月額× 38.25
100

給料月額× 31.88
100

議　長 副議長 議　員
報酬月額 58万円 51万円 47万円

［6月期］2.075月 分 　　［12月期］2.225月分
（給料月額＋役職加算額）×期末手当月数　※役職加算額：給料月額× 20％




